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１　はじめに 
　本稿で取り上げる前川照田嶽原古墓群は、ガイド

ツアーコースとして公開されている「ガンガラーの

谷」周辺に位置する古墓群である。「ガンガラーの

谷」は沖縄県南城市玉城前川に所在する観光施設で

あり、八重瀬町と南城市の境界を南流する雄
ゆうひがわ

樋川の

左岸に位置する。大規模な石灰岩洞窟の天井が落盤

して形成されたカルスト谷内に、サキタリ洞から武

芸洞まで総延長約１ｋｍにわたって自然や地形、遺

跡を観察するツアーコースが設定されており、古墓

群はその周辺に位置する（図１・２）。近隣には、

観光鍾乳洞として著名な玉
ぎょくせんどう

泉洞（総延長約５ｋｍの

うち約９００ｍを公開）が位置しており、玉泉洞を中

心として主に雄樋川左岸の標高２～４０ｍに分布す

る洞窟群やカルスト谷は、玉泉洞ケイブシステム（前

川ケイブシステム：鹿島・山内１９７１、玉泉洞ケイ

ブフェスティバル事務局１９９２）と呼ばれる（図１Ｂ）。

「ガンガラーの谷」や玉泉洞ケイブシステムの起源

となった雄樋川は、南城市大里の大城ダムを水源と

して沖縄島南海岸まで約７ｋｍにわたる二級河川で、

上流部の海成粘土層（島尻層群）地帯を集水域とし、

下流部の石灰岩層（琉球層群）を溶食して樹枝状の

洞窟群を形成している。特に「ガンガラーの谷」周

辺は河道の狭窄部にあたるため、地下の洞窟を含め

て複数の流路が存在しているとみられる（石原ほか

２０１８）。

　「ガンガラーの谷」内に位置するサキタリ洞遺跡

では、後期旧石器時代から縄文時代（貝塚時代前

期）を中心に、グスク時代、近世、近代にかけて（沖

縄県立博物館・美術館２０１８）、武芸洞遺跡では縄文

時代を中心としてグスク時代、近世、近代にかけて

の遺構や遺物が確認されている（沖縄県立博物館・

美術館２０１０）。このほか、周知の遺跡として玉泉洞

下流洞口部には前川貝塚があり、その３００ｍほど上

流側には宇
うわが わ ば る

和川原半洞穴遺跡が知られている（沖縄

県立博物館・美術館２０１８、山崎２０２３）。一方、「ガ

ンガラーの谷」が、人々によって最も活発に利用さ

れたのは１７世紀に始まる近世琉球期以降であり、

近隣の前川集落が１８世紀に北東約２ｋｍにある糸数

集落から分村して現在地に移転した後、谷内の河川

や湧水は生活用水や憩いの場、河川漁労の場とし

て、洞窟や岩陰は墓地や「毛遊び（モーアシビ）」

の場として、さまざまな形で利用されてきたほか、

７９年前の沖縄戦の際には軍事施設や避難壕とし

て利用された歴史もある（玉城村前川誌編集委員

会１９８６、沖縄県立博物館・美術館２０１８）。戦後の

１９６７・６８年には愛媛大学学術探検部による一帯の

洞窟調査が行われ、その価値が広く認識されたこと

を受けて、１９７１年にはケイブランド観光株式会社

（現：株式会社南都）によって自然公園（現「ガン
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ガラーの谷」）と玉泉洞一帯の整備が行われ、１９７２

年４月２８日より観光施設として営業が開始され、

現在に至っている（日本ケイビング協会・ケイブラ

ンド観光株式会社１９７２）。

　上述のように、「ガンガラーの谷」は古代から現

代までさまざまな形で人々によって利用されてきた

ため、現在でも各所に多くの遺跡や遺構が残されて

いる。中でも谷沿いに点在する近世の石製厨子や陶

製厨子を伴う多数の古墓群は、この谷の歴史を語る

上で大変重要な遺跡であるが、これまで詳しい調査

は行われていなかった。そこで今回、「ガンガラー

の谷」周辺に所在する古墓のうち、特に県道１７号

線の東側（小字名：照田嶽原）の「涸れ谷」内に位

置する古墓群（図２、３）について３次元計測およ

び写真撮影等の現状記録を行ったので、ここではそ

の成果の概要について報告する。

図１ 前川照田嶽原古墓群の位置　　　　　
Bは玉泉洞ケイブシステムの見取り図（日本ケイビング協会・ケイブランド観光株式会社１９７２図２を改変）

図２ 「ガンガラーの谷」周辺の地形図
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２　位置と環境
　今回報告する古墓群は、「ガンガラーの谷」内の

イキガ洞に平行して北西－南東方向に約２００ｍにわ

たって延びる「涸れ谷」区間に位置する。「涸れ谷」

を含む玉泉洞ケイブシステムは、主要流路である雄

樋川といくつかの異なった時代に形成されていた流

路と解釈されている（鹿島・山内１９７１）（図１Ｂ）。

現在水流が定常的に認められるのは、第一支洞や第

二支洞から玉泉洞の最下流部、雄樋川上流部、イキ

ガ洞内部などで、雨量の多い夏季には玉泉洞の上流

部から下流部までや雄樋川全体に比較的顕著な水流

が見られる。これまでに取得した３次元計測データ

から、玉泉洞の下流側洞口が標高２～３ｍ、雄樋川

の下流のマジムン洞洞口が標高約１６ｍとすると、「涸

れ谷」の標高は十分に高い位置にあり、鹿島・山内

（１９７１）らは現玉泉洞よりも前に形成された古い洞

窟としている。なお、本稿中で示す標高は３次元計

測といくつかの基準点を用いて作成した暫定的なも

のであることに注意が必要である。

　今回計測した「涸れ谷」は、イキガ洞を通過して

マジムン洞に至る雄樋川本流に対して、雄樋川がイ

キガ洞上流洞口に流入する手前の左岸にある「大岩」

付近で本流から分岐し、武芸洞に至るバイパスに相

当する。「涸れ谷」底部の標高は約３０～３５ｍで、イ

キガ洞洞床（標高約２３～２５ｍ）よりも十分高い位

置にあり、現在は本流の増水時にもこの「涸れ谷」

区間に水流が流れ込むことはない。ただし、イキガ

洞やマジムン洞付近が堆積物等によって閉塞した際

にはオーバーフローした水が「涸れ谷」や武芸洞方

面に流入することもあったと考えられ、武芸洞遺跡

ではボーリング調査によって後期更新世末～完新世

初頭頃の洪水堆積物が確認されている（沖縄県立博

物館・美術館２０１０）。なお、イキガ洞の下流側洞口付

近にはかつて厚い粘土層が分布していたが、自然公

園整備の際に重機を用いた掘削が行われかなりの部

分が除去されている（山内平三郎氏の御教示による）。

　この「涸れ谷」区間は、かつては天井をもつ洞窟

だったと考えられ、現在でも壁面に二次生成物が形

成されているのが認められるほか、天井部分の残る

天然橋が３か所あり、西から順に前川第１０・１１・

図３ 前川照田嶽原古墓群平面図（一点鎖線の白線は谷の上場）
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１２洞と呼ばれている（玉泉洞ケイブフェスティバ

ル事務局１９９２）。このうち最も大規模な第１０洞は

戦前から人馬や車両の往来する交通路として利用さ

れており、現在の県道１７号線は前川第１０洞の上を

通過している。

　かつては前川第１０洞の付近は地形の高まり（小山）

になっていたようで、その南側には「ガンガラーの

谷」の由来となった前川ガンガラーあるいは前川ガ

ラガラなどと呼ばれた直径５０ｃｍ程の穴があり、石

を投げ込むとガラガラと音がしたという。しかし、

太平洋戦争当時、米軍戦車の通行を妨げるため、前

川部落の人々が小山を通る道路の片側半分を爆破し

た。そのとき、前川ガンガラーの穴も無くなってし

まったという（中村康雄氏より聞き取り）。

　以下では県道１７号を境に、便宜的に「涸れ谷」を

西地区（小字 浮花原）と東地区（小字 照田嶽原）に

区分する。古墓群は「涸れ谷」のほぼ全域に分布す

るが、特に東地区には大規模な石積を伴う墓や前川

集落の信仰対象となっている大規模な風葬墓があ

り、今回は主に東地区の古墓群について調査・記録

を行った。

３　古墓群にまつわる歴史伝承
　上述のように、「ガンガラーの谷」の「涸れ谷」部

分は、多数の古墓が分布する墓域であると同時に、

交通の要衝でもあったため、かつて天然橋の上を人々

が往来していた時代には、眼下に古墓群を望むこと

ができ、関心を引き付ける場所だったようである。

前川や新城の人々の間には、この付近に出没したと

いう「火の玉」や「マジムン（魔物）」に関する伝

承が多く伝わっている（玉城村教育委員会２００２）。

　「涸れ谷」東地区には、保存の良い古墓として、

①前川集落の風葬墓、②門中墓、③木製家形墓残欠

（木製家形墓Ａ）、④石積囲墓（木製家形墓Ｂおよび

Ｃ）があり（図３）、以下ではこれらの古墓にまつ

わる歴史伝承について記載する。

① 前川集落の風葬墓
　おきなわワールドの職員駐車場に隣接した岩陰墓

で、谷の左岸側、標高３３ｍ付近に位置しており、

幅約１５ｍ、奥行き６ｍほどの規模である。前川集

落創建当時の風葬墓と言われており、現在では墓地

としては利用されていないが、前川集落の関係者や

糸数集落の百次腹（むんなんばら）門中（１４世紀

頃の人物で糸数集落の始祖にあたる糸数子（イチカ

ジヌシー）の子孫）の人々によって、旧暦３月と旧

暦６月に、後述する石積囲墓とともに御
う が ん

願をする祭

祀が続けられている（三山時代の戦役の折に、糸数

城の出城の戦死者を葬ったとも言われる）（佐南墓

三百年祭実行委員会２００７：１１３頁）。墓内には石積

みが築かれ、多くの厨子（石製、陶製、木製）とと

もに、多数の人骨が納められており、人骨につい

ては人類学的調査も行われている（Ｄｏｄｏ ｅｔ ａｌ．

１９９８）。厨子や人骨は、本来この場所にあったもの

以外に、「涸れ谷」内各所の風葬墓から集められた

ものも含まれているとのことである（山内平三郎氏

の御教示による）。

② 門中墓
　大規模な石積みを伴う門中墓であり、谷の右岸側、

標高３４ｍ付近に位置する。現在では墓地としては

利用されていないが、糸満の門中によって祭祀が続

けられている。高さ２ｍ程の土台の石積みの上に

２重の石牆を設けたもので、墓室の外寸は幅約６ｍ、

奥行き約４.５ｍを測り、さらに墓へ上るための長さ

６ｍ程の石段が付属する。墓室内部には陶製厨子や

木製家形墓の板材（？）などが納められている。精

巧な石門（アーチ）やアプローチの石段などを含め、

王国時代の石造技術の水準を物語る貴重な石造建築

物である。

③ 木製家形墓残欠（木製家形墓Ａ）
　門中墓の西側に隣接し、天然橋（前川第１１洞）の

直下に位置する木製家形墓の残欠で、谷の右岸側、

標高３４ｍ付近に位置する。全体の規模は長さ約

２００ｃｍ、幅約１１０ｃｍ、高さ約８０ｃｍ、四隅の木柱

の径は１６ｃｍ内外を測る。谷内には、このほかに木

製家形墓が２基存在するため、ここでは便宜的に木

製家形墓Ａと呼称する。石を積みあげた低い台座の

上に、木柱と板材からなる基部構造が残り、周囲に

家形墓の部材と思われる板材等が散乱している。家

形墓の周囲には積み上げられた石材が部分的に残さ

れており、かつては家形墓を取り囲むように石積み

がめぐっていたようである。
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④ 石積囲墓（木製家形墓ＢおよびＣ）
　今回特に詳しい調査を実施した墓で、谷の左岸側、

標高３４ｍ付近に位置する。周囲に石積を巡らした

墓室内に大型の木製家形墓が２基安置されており、

内部には多数の人骨が納められている。周囲の石積

みは、薩摩藩の琉球侵攻（１６０９年）後に骨が散乱

している様を嫌がった薩摩藩の命令で、人骨を掩蔽

するために築かれたものと言われる。糸数グスクに

ゆかりのヌル（ノロ）達の骨が納められているとも

いわれ、前述の前川集落の風葬墓とともに祭祀が行

われている。この中に安置されていた親ヌルの骨は、

大正７年頃ここから糸数グスクの麓に運ばれ、そこ

に埋葬されたと言う（中村康雄氏より聞き取り）。

　戦後は県道側から投棄されたゴミで完全に埋没し

ていたようで、１９７１年１０月から１９７２年４月まで行

われた整備でゴミが除去された際、使用されたトラ

ックはのべ数十台にものぼったようである。現在で

も墓正面の石積みの向かって左下部分が部分的に黒

色化しているが、これはゴミに埋まっていた名残と

も言われる。また、石積み正面中央の上部がやや凹

んでおり、これはゴミを除去した際に使用した重機

がぶつかった跡ということである。

　この石積囲墓は、一部の関係者にはよく知られて

おり、平敷令治氏の論文（平敷１９８９）や屋我嗣良

氏による新聞記事（屋我１９９５）、知名定順氏の報告

（知名２００８）などの刊行物にも取り上げられている。

平敷氏は内部の木製家形墓について１９８３年９月４

日に調査を行って寸法の計測を実施しており、屋我

氏や知名氏は写真撮影を行っているが、それ以上の

詳しい調査は未実施であった（仲地政英氏の御教示

による）。

　この墓については、今回詳しい調査を実施したの

で、詳細については後述する。

４　調査・記録の方法
　今回の調査は、２０２０年から実施している玉泉洞

ケイブシステムの３次元計測に付随するもので、「涸

れ谷」部分については２０２３年７月２１～２３日に補足

調査を実施した。３次元計測には、イメージングレ

ーザースキャナーＬｅｉｃａ ＢＬＫ３６０を用い、得られ

た点群は専用アプリケーションを用いてデータ点を

統合した。平面直角座標および標高に関しては、玉

泉洞ケイブシステムの測量で得られている武芸洞の

基準点を用いた。統合された点群は植生や映り込ん

でしまった観光客などの影響を可能な限り除去した

あと、点群処理ソフトウェア上で２７４万点程度に間

引いたものを作成し、さらに地理情報システムソフ

トウェアを用いて等高線図を作成した。また、「涸

れ谷」の断面の作成および古墓の一部については同

じく点群処理ソフトウェア上で断面の作成や、各面

のオルソ投影図および洞窟の天井部を除去したデー

タセットを作成し、図示した。以下詳細について述

べる。

　Ｌｅｉｃａ ＢＬＫ３６０は小型軽量のレーザースキャナ

で、スキャンスピードが３６０，０００点／秒、距離精

度は距離１０ｍで４ｍｍとされる。コンパクトであ

ることや最長距離が６０ｍであることは洞窟内での

計測において非常に有利である（Ｉｓｈｉｈａｒａ ｅｔ ａｌ． 

２０２２）。「涸れ谷」沿いでは、詳細な測定を行った

古墓部も含めれば、計１１９箇所での計測を行った。

おおよその点群数は４４億点となった。

　レーザースキャナで取得されたデータセットは、

専用ソフトウェアであるＣｙｃｌｏｎｅ ＲＥＧＩＳＴＥＲ 

３６０ ＢＬＫ ｅｄｉｔｉｏｎおよびＣｙｃｌｏｎｅ ＲＥＧＩＳＴＥＲ 

３６０ ＰＬＵＳ ＢＬＫ ｅｄｉｔｉｏｎにおいて統合し、可能な

限り植生や観光客の影響を除去した。特に「涸れ谷」

の上部や、下流側では著しく樹木が繁茂しており、

谷壁との境界が不明瞭な場所もあった。統合し、植

生等のクリーニングを行ったデータセットに関して

は、５ｍｍメッシュに１点程度のデータセットとし

て出力したものを上面図として出力した。また、点

群処理ソフトウェアＣｌｏｕｄＣｏｍｐａｒｅ（ｈｔｔｐｓ：//

ｗｗｗ.ｄａｎｉｅｌｇｍ.ｎｅｔ/ｃ/９）上でさらに１/１０程

度に間引きした点群については、２ｃｍ×２ｃｍグ

リッドの中での最も標高の低い点をグリッドの代表

点とし、これをもとに等高線図を作成した。洞窟や

このような谷では、概ね十分に点群が得られていれ

ば適切なサイズのグリッド内の最も標高の低い点は、

おおよそ平面投影した際の床面を示すものと見なせ

る。これは洞窟等立体的な構造の等高線を得る上で

は有効な方法である（Ｉｓｈｉｈａｒａ ｅｔ ａｌ.２０２２）。こ

の作業には、地理情報システムソフトウェアである

Ｓｕｒｆｅｒ（ＧｏｌｄｅｎＳｏｆｔｗａｒｅ）を用いた。

　古墓の任意の面に対するオルソ投影画像および「涸
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れ谷」、古墓の断面を示す図には、ＣｌｏｕｄＣｏｍｐａｒｅ

の表示および断面の作成機能を用いて作成した。オ

ルソ投影画像はいずれも点群を表示しており、明る

い色調ほどレーザーの反射強度が強く、暗い色調ほ

ど強度が弱いことを示す。「涸れ谷」や古墓の場合、

石灰岩が露出した場所は白く、土壌や植生に覆われ

た場所は灰色になる。なお、断面については、点群

の反射強度を表示していない。

　本稿に掲載する「涸れ谷」東地区の図面および石

積囲墓の図面（図３～４、６～１０）は、今回の３次

元計測の成果にもとづき作成したものである。

図４ 前川照田嶽原古墓群断面図（断面位置は図３参照）
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５　石積囲墓に関する記載
　ここでは今回特に詳しい調査を実施した石積囲墓

について、詳細を述べる（図５～１０）。

５‒１ 概要

　石積囲墓の前面（西面）には、横幅約９ｍ、奥行

き約３ｍ、高さ約２.６ｍのコの字状に巡らされた

野面積みの石積囲いがあり、内部には２基の木製家

形墓が安置されている。ここでは、北側（向かって

左側）のやや大型のものを木製家形墓Ｂ、南側（向

かって右側）のやや小型のものを木製家形墓Ｃと

呼ぶ。木製家形墓Ｂの規模は長さ約２４０ｃｍ、幅約

１８０ｃｍ、棟木までの高さ約１８０ｃｍ、四隅の木柱の

径は２０ｃｍ内外を測る。木製家形墓Ｃの規模は長さ

約２２０ｃｍ、幅約１６０ｃｍ、棟木までの高さ約１６０ｃｍ、

四隅の木柱の径は２０ｃｍ内外を測る。石積囲いの正

面下部には３カ所に幅・高さとも５０ｃｍほどの小さ

な出入口（羨門）が設けられており、現在は石で封

鎖されている。これは２基の木製家形墓と、両者の

中間にある小空間へのアクセスを意図した進入路と

考えられ、内外の測量成果から見ると最下部５０ｃｍ

ほどは地中に埋没しているようである（伝承では出

入口は２尺５寸の規模だと言われる：中村康雄氏よ

り聞き取り）。石積囲いは、内外方向の厚みが１ｍ

図５Ａ  石積囲墓の平面見取り図（図の下方が西） 図５Ｂ  石積囲墓の立面見取り図
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図６ 石積囲墓の正面（西面）観（矢印は出入口を示す）

－18－ －19－



ほどあり、特に正面側外面は大型の石材を用いてほ

ぼ垂直に面を揃えた積み方がなされている。石材は

２０～３０ｃｍ大から大型のものでは１ｍ近いサイズの

石灰岩礫が用いられている。一部の石材には赤土が

付着していることから、土中から掘り起こされたも

のが利用されたようである。石積みの内側では、天

井に向けてやや持ち送り状に内側に傾斜した積み方

がなされており、天井部分は板状の大型石材を石積

囲いと奥側の石灰岩壁との間に並べて配置すること

によって構築されている。一方、両側面の石積みは

やや乱雑で、幾分小ぶりな石材を雑然と積み上げて

おり、特に北側側面には大きな隙間が空いているが、

これが当初から存在したものかどうかは不明である。

なお、北側側面と南側側面の石積みの周囲には、陶

製厨子（破片を含む）の存在が確認できた（図５Ａ

のＺ１、Ｚ２）。また、図７では表現できていないが、

木製家形墓Ｃの南側、石積みとの隙間には人骨が収

納された完形の陶製厨子（甕形）が確認できた。

　石積囲いの背後には洞窟状の空間（以下洞窟空間

と呼ぶ）があり、左右２カ所の進入路からアクセス

できる。この洞窟空間の底面は、地表面から３ｍほ

ど下に位置しており、洞窟空間側から見ると、墓の

土台となっている石積みが確認できる。土台の石

積みに使用された石灰岩礫は２０～３０ｃｍから５０ｃｍ

図７ 石積囲墓の天井を取り払った平面図（下矢印は出入口を示す。図の下方が西。）
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大のものが中心で、中には１ｍを超えるものも認

められた。墓正面の石積みとは異なり、面を揃える

ような意識は認められず、洞窟空間の底面に対して

７０度ほどの角度で斜めに積み上げられている。石

積みの平面形は、全体としてクランク状を呈してお

り、背後の岩壁との間に空間を確保するために敢え

てこのような形で積まれているようである。なお、

木製家形墓Ｃの土台部分の石積みは一部崩落してお

り、家形墓の部材の板材を噛ませて石積みを支えて

いる箇所が認められた。また、木製家形墓Ｃの北東

側の柱の根元は土台の石積みの崩落によって「浮い

た」状態となっており、墓室と洞窟空間との間をつ

なぐ隙間が生じている（図５のＸ→Ｙ）。このような

石積みの崩落が生じた要因についてはいろいろ想像

できるが、ありえそうな仮説の一つは、墓の内部に

アクセスするために意図的に石積みが壊されたとい

うものであり、今回もこの崩落によって生じた隙間

から墓室内にアクセスして調査を行った。

　このほか、洞窟空間内には直径１ｍほどの石囲い

を伴う構築物（石囲炉？）が１基あり、周辺には大

日本ビールの空瓶が２本残されていた。戦時中に使

用されたものであろうか。また、洞窟空間内の各所

に墓に使用されていたとみられる板材が散乱してお

り、中には漆塗りの板材も認められた。

５‒２ 墓の履歴

　今回の調査は表面の観察・計測に留まっているた

め、この石積囲墓の詳しい履歴を復元する上で利用

可能な情報は限られているが、現在までに得られた

知見からすると、この墓はおおよそ以下のような手

順で構築・利用されたと考えられる。

図８ 上は洞窟空間側（東側）から見た石積囲墓の立面図（岩壁および天井部分は除去してある）。下はG‒G'
ラインの断面図。
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１．土台の石積みを構築する
　石積囲墓が位置する場所は、大きく張り出した岩

庇の下部にあたると同時に、谷の岩壁下部が側方に

深く抉りこまれた場所にあたり、墓の建造以前には

袋状の空間を呈していたと考えられる。墓の造営に

あたっては、まず、この袋状の空間（現在の洞窟空

間）の底面を基盤として、横幅約８ｍ、高さ最大３

ｍほどの石積み（土台）が構築され、木製家形墓を

設置するための平坦面が造成されたと考えられる。

現在のところ、土台の石積みが構築された具体的な

年代は不明である。

図９ 石積囲墓の断面図（断面位置は図７参照）
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２．土台の上に木製家形墓を設置し使用する
　次に、構築された土台の上に２基の木製家形墓が

設置されたと推測される。木製家形墓はこの場所で

建造されたか、あるいは既存のものが運ばれてきた

可能性も考えられる。内部には多数の人骨が収めら

れており、所々に補修が行われた形跡も認められる

ことから、ある程度の期間使用されたのであろう。

木製家形墓Ｂは、内部にほぼ隙間なく木棺（板厨子）

が並べられており、確認できる頭骨の数も多い。こ

れに対して、木製家形墓Ｃは内部に納められた木棺

（板厨子）や人骨の数も少ないことから、伝承に言

う大正７年頃親ヌルの骨が取り出された際に整理が

行われたか、あるいは木製家形墓Ｂよりも後まで使

用されていた可能性も考えられる。木製家形墓の具

体的用途については未解明の点が多いが、今帰仁村

運天の百
ももじゃな

按司墓（宮城編２００４）では内部に板厨子（木

棺）が納められていたようであり、宜野座村漢那ウ

ェーヌアタイの事例では、遺体の安置と風葬の場（シ

ルヒラシドゥクル）として、さらに洗骨後の納骨の

場として使用されていた（知名ほか２００６）。

　なお、木製家形墓が設置された場所は岩庇の蔭に

なる部分ではあるが、年月を経て風雨に晒され損傷

が進行したと思われる。特に木製家形墓Ｃは西側の

長手側面が顕著に破損しており、南西隅の柱は基部

が大きく腐朽している。

　現在のところ、木製家形墓が設置・使用された具

体的な年代は不明であるが、漢那ウェーヌアタイで

は木製家形墓の部材から６１０±３０ １４Ｃ ＢＰ（ＩＡＡＡ

－４２６４７）、７１０±１００ １４Ｃ ＢＰ（ＰＡＬ－１１１７）の放

射性炭素年代が得られており、今帰仁村運天の百按

司墓では、木製家形墓内に納められた木棺（板厨子）

に明の「弘治１３年（１５００年）」の年号が記されてい

たことから、１４～１５世紀頃に構築、使用されてい

たものと考えられる。

３．石囲いの構築
　木製家形墓の使用終了後のある時期に、木製家形

墓の周囲に石積囲いが構築されたと考えられる。図

５Ａおよび図１０に示すように、木製家形墓Ｃの破

損した西側の長手側面および腐朽した南西隅の柱に

接して石積みが立ち上がっており、切りあい関係か

ら、石積みが構築されたのは木製家形墓Ｃの破損後

だったことが明らかである。また、石積囲い正面に

設けられた３箇所の出入口が、木製家形墓Ｂ、Ｃお

よび両者の間に位置する小空間に対応していること

からも、石積みが木製家形墓の設置後に構築された

ことがわかる。このことは、薩摩藩の琉球侵攻後に

石積みが築かれたという伝承とも矛盾しない。

５‒３ 墓室内の状況

　前項とも一部重複するが、ここで墓室内の状況に

ついてまとめて記載する。

　墓室内の広さは８ｍ×２.５ｍほどで、天井まで

の高さは２.５ｍほどである。この中に２基の木製

家形墓があり、北側のやや大型のものを木製家形墓

Ｂ、南側のやや小型のものを木製家形墓Ｃと呼ぶ。

両者ともに東側の長手側面は一枚板が数段組み上げ

られているが、西側の長手側面には扉（木戸）が設

けられていたようである。また本来は上部に板材で

屋根が葺かれていたと思われるが、屋根材は全て外

されており、棟木のみが残る。家形墓に用いられた

板材は厚さ４～５ｃｍほどで、表面には手斧による

加工痕が顕著である。

　木製家形墓Ｂは、内部にほぼ隙間なく木棺（板厨

子）が納められており（図１０上）、いずれも蓋は取

り除かれていて、内部に収納された人骨が露呈して

いる。腐朽のためか崩壊した棺もあり、特に手前側

（西半部）では著しい。逆に奥側（東半部）のもの

は比較的保存が良いようである。北側には平面形が

細長い長方形を呈する長持形の木棺が２基見られる。

　木製家形墓Ｃは、奥側（東半部）に蓋が外された

長持形の木棺１基と崩れた方形の木棺１基があり、

手前側（西半部）には木棺はないが人骨や板材が散

乱している（図１０下）。一部小礫が敷かれたように

見える部分もある。前述のように、南西隅の柱は基

部が腐朽しており、これに石積みが接している。

　木製家形墓ＢとＣの間には幅２.５ｍほどの小空

間があり、おびただしい数の板材が散乱していた。

板材のサイズは大小あり、木棺の部材と思われる針

葉樹材の板材が多いようだが、家形墓Ｂ、Ｃよりも

やや小型の家形墓の破風部分と思われる部材も見ら

れた。透かし孔があけられたものや接合のための鋸

歯状の加工が端部に施されたものもあり、百按司墓

で見られるような脚付きのいわゆる唐櫃様木棺の部
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材も見られる。さらに、赤や黒の地漆が塗られたも

のや、漆で唐草様の絵柄や宝珠？様の図像が描かれ

たものも認められた。前者の唐草様の絵柄は、久米

島ヤッチのガマで報告されている漆塗りの板材の絵

柄（芭蕉文？）に類似するようである（沖縄県立埋

蔵文化財センター２００１：巻頭図版８、第１０７図）。

漆塗りの板材の中には極めて保存状態の良いものも

あり、注目される。木製品や木材以外の遺物として、

ガラス瓶や小型の徳利のような陶器もわずかに認め

られた。

６　今後の調査研究の進展に向けて
　今回、「ガンガラーの谷」内に所在する古墓のう

ち、特に県道１７号線の東側の「涸れ谷」内に位置

する前川照田嶽原古墓群について３次元計測およ

び写真撮影等の現状記録を行った。特に石積囲墓

については内部についてもやや詳しい調査を実施

し、図面や記録類を作成した。その結果、石積囲

墓の構造やその内部に納められた２基の木製家形

墓についてやや詳しい知見を得ることができ、多

数の木棺（板厨子）やそこに納められた人骨等の

存在も明らかとなった。特に漆塗りの板材は、そ

の保存の良さにおいて他に類を見ないものであり、

今後詳しい調査の実施が望まれる。また、木製家

形墓に使用された木材の放射性炭素年代や樹種に

ついては、現在理化学分析を実施中であり、今後

その詳細についても報告の機会を得たいと考えて

いる。なお、本稿では紙幅の都合から写真類は多

図１０ 木製家形墓Ｂ（上段）・Ｃ（下段）（左列：３次元計測データより作成した平面図、右列：全天球カメラ撮影写真）
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くを省略せざるを得なかったが、別稿（山崎ほか

２０２４執筆中）において補足を予定しているので、

そちらも合わせてご参照いただきたい。
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図１０ 木製家形墓Ｂ（上段）・Ｃ（下段）（左列：３次元計測データより作成した平面図、右列：全天球カメラ撮影写真）
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図１１ 写真図版０１

写真１　谷上部から見た天然橋（前川第11洞）（右）
と門中墓（左）

写真５　門中墓（左）と木製家形墓残欠（右）

写真３　前川集落の風葬墓（内部）（全天球カメラ撮
影写真）

写真２　前川集落の風葬墓（外観）

写真６　木製家形墓残欠（木製家形墓Ａ）

写真４　谷内から見た天然橋（前川第11洞）と門中墓
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図１１ 写真図版０１

写真７　石積囲墓の正面観

写真1１　漆で文様が描かれた板材

写真９　石積囲墓内部の小空間に分布する多数の板
材（全天球カメラ撮影写真）

写真８　石積囲墓背後の洞窟空間（全天球カメラ撮
影写真）

写真1２　唐櫃様板厨子の部材

写真10　木製家形墓Ｃの南側の石積との間に置か
れた陶製厨子（甕形）

図１２  写真図版０２
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